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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 48,741 3.0 253 ― 403 ― 179 ―
26年3月期第3四半期 47,305 18.9 △443 ― △311 ― △389 ―

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 1,038百万円 （160.7％） 26年3月期第3四半期 398百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 5.62 ―
26年3月期第3四半期 △12.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 57,295 21,412 37.4 670.51
26年3月期 64,331 20,203 31.4 632.64
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 21,412百万円 26年3月期 20,203百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
平成27年３月期 期末配当金の内訳  普通配当 ７円50銭   記念配当 ２円00銭 
配当予想の修正については、本日（平成27年２月10日）公表いたしました「配当予想の修正（創立90周年記念配当）に関するお知らせ」をご参照ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
27年3月期 ― 7.50 ―
27年3月期（予想） 9.50 17.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 74,500 △0.4 1,350 △27.4 1,450 △28.0 800 47.6 25.05



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来の関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な
要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、「添付資料」Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 34,000,000 株 26年3月期 34,000,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 2,065,411 株 26年3月期 2,064,861 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 31,934,990 株 26年3月期3Q 31,936,920 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要からの反動影響や個人消費の

落ち込み、急速な円安による輸入価格の上昇など先行きに不透明な状況が続いていますが、企業業績や雇用環境に

持ち直しが見られ、景気は緩やかな回復が続いているとみられます。一方、海外経済は、米国は堅調なペースが続

いていますが、欧州は減速感が強まりつつあり、地政学リスク等を背景に引き続き低調な推移が見込まれます。

当社グループの事業環境は、設備工事事業については、企業の設備投資は企業収益が改善するなかで堅調に推移

しており、工事案件の増加は続いています。しかしながら受注時の厳しい価格競争が緩和されることは少なく、施

工面においても管理技術者や技能者不足の対応が課題となっております。機器製造販売事業については、半導体及

びＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）の世界的な需要は堅調に推移しているものの、当社の半導体製造装置向

け製品の生産及び販売は前年に及ばない状況が続いております。ＦＰＤ製造装置向け製品は前年に比べ受注は改善

いたしましたが、生産及び販売は低調に推移しました。

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

３四半期連結累計期間の売上高は48,741百万円（前年同期比1,436百万円増加）、営業利益は253百万円、経常利益

は403百万円、四半期純利益は179百万円となりました。

 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

〈設備工事事業〉

売上高       45,873百万円 （  6.4％）

営業利益        377百万円 （  －  ）

受注高は58,339百万円で前年同期比3.1％の増加となりました。

売上高につきましては、前年同期に比べ期首繰越工事の増加などにより6.4％の増加となりました。完成工事

総利益率の改善もあり前年同期の481百万円の営業損失から377百万円の営業利益となりました。

 

〈機器製造販売事業〉

売上高        2,867百万円 （△31.7％）

営業損失        123百万円 （  －  ）

受注高は3,266百万円で前年同期比33.4％の減少となりました。

売上高につきましては、ＦＰＤ製造装置向け製品及び半導体製造装置向け製品ともに減少した影響により

31.7％の減少となりました。売上高減少が大きく影響し123百万円の営業損失となりました。

 

当社は、北陸新幹線の設備工事の入札に関して独占禁止法に違反する行為があったとして、国土交通省より建設

業法第28条第３項の規定に基づき、平成26年12月18日から平成27年２月15日まで営業停止処分を受けました。当社

といたしましては、今回の処分を厳粛に受け止め、全社を挙げてコンプライアンスの徹底を図るとともに、一日も

早く皆様からの信頼を回復するよう努めてまいります。

 

（２）連結財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が57,295百万円（前年度末比7,035百万円減少）となりまし

た。主な増加は、未成工事支出金469百万円、その他流動資産2,073百万円及び投資有価証券1,569百万円であり、

主な減少は、現金預金1,283百万円及び受取手形・完成工事未収入金等9,919百万円です。

負債総額は35,883百万円（前年度末比8,244百万円減少）となりました。主な増加は、電子記録債務4,604百万円

及びその他流動負債601百万円であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等12,285百万円及び退職給付に係る負

債1,080百万円です。

純資産は21,412百万円（前年度末比1,208百万円増加）となりました。主な増加は、会計方針の変更に伴う退職

給付に係る負債の減少による利益剰余金の増加649百万円及びその他有価証券評価差額金854百万円であり、主な減

少は、配当金の支払479百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年５月15日に発表いたしました平成27年３月期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤務期間に

基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が1,008百万円減少し、利益剰余金が649百万

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は、軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,378 7,094 

受取手形・完成工事未収入金等 37,242 27,323 

製品 17 23 

未成工事支出金 622 1,092 

仕掛品 759 1,096 

材料貯蔵品 255 195 

その他 3,011 5,085 

貸倒引当金 △4 △4 

流動資産合計 50,281 41,907 

固定資産    

有形固定資産 4,522 4,357 

無形固定資産 267 237 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,083 9,652 

その他 1,257 1,207 

貸倒引当金 △81 △65 

投資その他の資産合計 9,259 10,794 

固定資産合計 14,049 15,388 

資産合計 64,331 57,295 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 27,926 15,640 

電子記録債務 5,898 10,503 

短期借入金 3,300 2,630 

未払法人税等 311 33 

未成工事受入金 1,779 1,660 

完成工事補償引当金 64 77 

工事損失引当金 373 457 

独占禁止法関連損失引当金 297 357 

その他 1,492 2,094 

流動負債合計 41,444 33,454 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,911 830 

その他 772 1,598 

固定負債合計 2,683 2,428 

負債合計 44,127 35,883 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,857 3,857 

資本剰余金 3,721 3,721 

利益剰余金 11,202 11,552 

自己株式 △739 △739 

株主資本合計 18,041 18,391 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,073 2,928 

為替換算調整勘定 77 94 

退職給付に係る調整累計額 10 △1 

その他の包括利益累計額合計 2,162 3,021 

純資産合計 20,203 21,412 

負債純資産合計 64,331 57,295 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 47,305 48,741 

売上原価 44,124 44,861 

売上総利益 3,180 3,879 

販売費及び一般管理費 3,624 3,626 

営業利益又は営業損失（△） △443 253 

営業外収益    

受取利息 6 4 

受取配当金 143 154 

その他 34 40 

営業外収益合計 183 200 

営業外費用    

支払利息 28 27 

その他 22 22 

営業外費用合計 51 50 

経常利益又は経常損失（△） △311 403 

特別利益    

固定資産処分益 - 23 

投資有価証券売却益 - 24 

補助金収入 2 15 

特別利益合計 2 63 

特別損失    

固定資産処分損 2 14 

ゴルフ会員権評価損 0 1 

投資有価証券売却損 2 - 

投資有価証券評価損 - 0 

独占禁止法関連損失引当金繰入額 - 60 

特別損失合計 5 76 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△313 390 

法人税、住民税及び事業税 121 78 

法人税等調整額 △45 132 

法人税等合計 75 210 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△389 179 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △389 179 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△389 179 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 707 854 

為替換算調整勘定 80 16 

退職給付に係る調整額 - △12 

その他の包括利益合計 788 859 

四半期包括利益 398 1,038 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 398 1,038 

少数株主に係る四半期包括利益 － - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 43,104 4,200 47,305 － 47,305 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 0 0 △0 － 

計 43,104 4,200 47,305 △0 47,305 

セグメント利益又は損失（△）

（注） 
△481 37 △443 － △443 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 45,873 2,867 48,741 － 48,741 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 0 0 △0 － 

計 45,873 2,867 48,741 △0 48,741 

セグメント利益又は損失（△）

（注） 
377 △123 253 － 253 

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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４．補足情報

（１）連結受注高

（単位：百万円）

区 分

前第３四半期累計期間

(自平成25年４月１日

  至平成25年12月31日）

当第３四半期累計期間

(自平成26年４月１日

  至平成26年12月31日） 比 較 増 減 増 減 率

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比

設 備 工 事 事 業 56,588 ( 92.0 %) 58,339 ( 94.7 %) 1,750 3.1 %

機 器 製 造 販 売 事 業 4,901 ( 8.0 %) 3,266 ( 5.3 %) △1,635 △33.4 %

合 計 61,489 ( 100.0 %) 61,605 ( 100.0 %) 115 0.2 %

 

（２）個別受注高

（単位：百万円）

区 分

前第３四半期累計期間

(自平成25年４月１日

  至平成25年12月31日）

当第３四半期累計期間

(自平成26年４月１日

  至平成26年12月31日） 比 較 増 減 増 減 率

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比

設 備 工 事 事 業 56,032 ( 92.0 %) 57,718 ( 94.6 %) 1,685 3.0 %

機 器 製 造 販 売 事 業 4,901 ( 8.0 %) 3,266 ( 5.4 %) △1,635 △33.4 %

合 計 60,934 ( 100.0 %) 60,984 ( 100.0 %) 50 0.1 %
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